
改訂版

『医療と福祉のてびき2016』を 冊注文します

お名前（ご注文者）

ご住所（冊子の送付先） （〒 － ）

tel fax

（医療機関・事業所等が送付先の場合は医療機関・事業所名もご記入下さい）

注
文
票

● 医療･福祉関係者必携のつかいやすさ！

本書は医療・介護福祉分野に携わる方々に

必須の制度内容をすべて網羅。

さらにこの５年間に改正、新設された諸制度

についても分かりやすく紹介しています。

● 充実の内容

制度内容を補足するコラムも充実！

用語解説から、制度の問題点や今後の動向

などについても紹介しています。

従来どおり巻末には市町の福祉制度の紹介、

相談窓口などの資料を掲載しています。

特 徴

価 格 1,８00円（税込・送料別）

Ａ４判・２７７頁・２色刷
※２０冊以上まとめて購入の場合は１冊１，７００円です

お申込先

医療と福祉を考える長崎懇談会
〒８５０-００５６ 長崎市恵美須町２-３富国生命ビル２階

TEL ０９５-８２５-３８２９ FAX 095-825-3893

５年振りの改訂／医療・福祉制度、くらしの制度が一目でわかる

FAX
０９５-８２５-３８９３

▲2016年改定版の一部
▲目次とは別に目的にあわせて

▼項目が探しやすくなりました

★裏面に目次を掲載しています



もくじ(抜粋)

1章 医療のてびき
＜医療保険制度＞医療保険の自己負担・国民健康保険・健康保険・後期高齢者医療制度（長寿医療制度）

＜医療保険の諸給付＞限度額適用認定証・高額療養費貸付制度・傷病手当金・出産育児一時金

＜障がい者＞自立支援医療（旧更生医療）・精神障がい者の通院時の負担・精神科病院への入院手続き

＜難病＞難病対策・特定医療（指定難病）受給者証

＜被爆者＞被爆者の医療費・被爆者の手当・被爆者健康手帳の申請・被爆者の介護手当・被爆者の診断書

＜在宅医療＞在宅医療

＜認知症＞認知症 頻度・分類・症状・治療・接し方・介護・心のケア・介護サービスの利用について

＜こども＞未熟児養育医療・自立支援医療（旧育成医療）・小児慢性特定疾患医療費助成

＜医療費助成＞子ども医療費助成制度・ひとり親・寡婦家庭の医療費助成制度・心身障害者医療費助成制度

＜労災、交通事故＞労働者災害補償保険・交通事故にあった時どうするか・自賠責・石綿（アスベスト）健康被害者

＜こんなとき＞救急車を呼ぶ前に・急病－救急車を呼ぶ時の注意・医療費の支払いに困ったとき

＜保健・予防＞特定健診・特定保健指導・成人の健康診断・母子手帳・妊産婦の健康診査

第2章 介護、高齢者福祉のてびき
第１節 介護保険
＜介護保険のしくみ＞介護保険の概要・予防給付・保険者と被保険者・保険料の算定の仕方・要介護認定

＜居宅サービス＞訪問介護・入浴介護・看護・リハビリ・通所介護・通所リハビリテーション・短期入所

＜施設サービス＞・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）・介護老人保健施設・介護療養型医療施設

＜地域密着型サービス＞夜間対応型訪問介護・認知症対応型通所介護・小規模多機能型居宅介護

＜こんなとき＞介護保険料を滞納したとき・介護保険料減免制度・利用料の減免・介護保険と被爆者

第２節 介護保険以外のサービス
生活支援サービス・介護予防・生きがい活動支援・高齢者の生きがい・健康づくり推進・高齢者の住まい

第3章 福祉のてびき
第１節 障がい者（児）の福祉
＜障がいの定義＞＜障がい者（児）の実態と特徴＞＜障害者（児）福祉の変遷＞

＜障害福祉の法・制度＞障害者虐待防止法・障害者権利条約・障害者差別解消法・障害者総合支援法

＜障がい児への支援＞障がい児の発達支援・障がい児教育

＜障がい者を主とした支援＞障害者手帳・助成・減免・割引制度等・就労・障がい者の「住む」を支える

第２節 子ども、ひとり親家庭の福祉
＜子育て＞保育所、認定保育園、幼稚園・病児・病後児保育制度・学童保育・就学援助制度・児童虐待

＜ひとり親家庭＞ひとり家庭等の福祉

第３節 生活を支える制度
生活保護・住宅確保給付金・雇用保険（失業給付）・就学支援・生活資金の貸し付け・成年後見制度・

女性への暴力被害と支援

第4章 心の病気のてびき
心の病、精神病とノイローゼの違い・精神科と心療内科の違い・カウンセリング・精神科の薬・統合失調症・

うつ病・パニック障害・アディクション（嗜癖）、アルコール依存、薬物依存・人格障害・不登校、ひきこもり

第5章 県下市町の福祉制度

第6章 資料
＜難病の対象疾病＞

＜相談窓口＞


